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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【国際特許分類】
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   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｍ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   1/04    １０４Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   1/23    １０３Ｂ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月29日(2008.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面が第１の方向に駆動する潜像担持体と、振動する偏向ミラー面によって光源からの
光を前記第１の方向とほぼ直交する第２の方向に走査可能に構成され、前記光を前記潜像
担持体に照射して潜像を形成する潜像形成部と、前記潜像を現像する現像部とを備えた画
像形成装置を用いて、
　網点の形成に寄与する複数の画素からなるセルに対して、前記画素の現像の際に閾値マ
トリックスを用いて前記網点を形成することにより画像を形成する画像形成方法であって
、
　前記偏向ミラー面によって前記光を前記第２の方向及び前記第２の方向とは異なる方向
の複数の方向に走査して前記潜像を形成し、
　前記第１の方向に対し３以上で且つ奇数個の画素を有するセルが、前記第１の方向に隣
接して配置されることを特徴とする画像形成方法。
【請求項２】
　前記奇数個の画素を有するセルを前記第２の方向に隣接して複数配置する請求項１に記
載の画像形成方法。
【請求項３】
　前記第２の方向において前記奇数個の画素を有するセルが隣接して形成する複数の隣接
位置のうち少なくとも１つ以上の特定隣接位置で隣接する前記奇数個の画素を有するセル
を前記第１の方向に奇数画素の長さ分ずれるように配置する請求項２に記載の画像形成方
法。
【請求項４】
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　前記特定隣接位置を前記隣接位置の所定個数毎に周期的に設ける請求項３に記載の画像
形成方法。
【請求項５】
　前記特定隣接位置で互いに隣接する前記奇数個の画素を有するセルを、前記第２の方向
の上流側の前記奇数個の画素を有するセルに対して下流側の前記奇数個の画素を有するセ
ルを前記第１の方向に奇数画素の長さ分ずれるように配置する請求項３または４に記載の
画像形成方法。
【請求項６】
　表面が第１の方向に駆動する潜像担持体と、振動する偏向ミラー面によって光源からの
光を前記第１の方向とほぼ直交する第２の方向に走査可能に構成され、前記光を前記潜像
担持体に照射して潜像を形成する潜像形成部と、前記潜像を現像する現像部とを備え、
　網点の形成に寄与する複数の画素からなるセルに対して、前記画素の現像の際に閾値マ
トリックスを用いて前記網点を形成することにより画像を形成する手段とを備え、
　前記偏向ミラー面によって前記光を前記第２の方向及び前記第２の方向とは異なる方向
の複数の方向に走査して前記潜像を形成する手段と、
　前記第１の方向に対し３以上で且つ奇数個の画素を有するセルを前記第１の方向に隣接
して配置する手段とを備えることを特徴とする画像形成装置。
 


	header
	written-amendment

